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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期
第２四半期
連結累計期間

第47期
第２四半期
連結累計期間

第46期
第２四半期
連結会計期間

第47期
第２四半期
連結会計期間

第46期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 18,355 19,283 9,727 10,170 45,497

経常利益（百万円） 1,153 1,008 692 530 8,620

四半期（当期）純利益（百万円） 526 407 382 231 4,792

純資産額（百万円） ― ― 35,892 38,687 39,714

総資産額（百万円） ― ― 56,954 60,438 58,432

１株当たり純資産額（円） ― ― 1,086.821,171.521,202.58

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
15.94 12.33 11.57 7.02 145.15

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ― ― ―

自己資本比率（％） ― ― 63.0 64.0 68.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,070 △1,837 ― ― 9,055

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△4,198 △2,364 ― ― △8,607

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,249 4,133 ― ― △3,086

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
― ― 3,056 2,213 2,299

従業員数（人） ― ― 808 854 807

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

  当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 854(1,870)

(注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外部への出向者は除き、グループ外からの当社グループへの出向

者を含む。）であり、臨時雇用者数（季節工、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は（ ）内に当第

２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 780(1,764)

(注）従業員数は就業人員（当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（季節工、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は（　）内に、当第２四半期会計期間の平均人員を外

数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産・受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとにあらわすと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同期比（％）

きのこ事業   

  ブナシメジ  (t) 9,073 4.0

  エリンギ    (t) 3,828 1.6

  まいたけ    (t) 2,580 1.5

   その他　    (t) 4 △47.7

計　 15,486 2.9

化成品事業   

  Ｐ．Ｐビン  (千本) 1,054 △20.7

  コンテナ    (千個) 110 86.4

  キャップ    (千個) 426 △3.8

(注）１. 上記につきましては、金額換算が煩雑であるため数量で表示しております。

２. セグメント間取引については、生産実績に含めておりません。

(2）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績は、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同期比（％）

化成品事業（百万円） 1,431 △31.2

計（百万円） 1,431 △31.2

(注）上記金額には消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社グループは見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとにあらわすと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同期比（％）

きのこ事業（百万円） 8,462 3.7

化成品事業（百万円） 1,708 9.3

計（百万円） 10,170 4.6

(注）１. セグメント間取引については相殺消去しております。

２. 上記金額に消費税等は含まれておりません。

３．当社グループのきのこ事業におきましては、上半期と下半期との売上高に季節的変動による著しい差異があり

ます。

　

EDINET提出書類

ホクト株式会社(E00008)

四半期報告書

 4/28



２【事業等のリスク】

  当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

  当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、世界的な経済の低迷が続く中、経済対策の効果などにより一部持ち直

しの動きが見られたものの、新型インフルエンザなどの影響もあり、全体として回復基調とは言えない状況で推移し

ておりました。また、個人消費も企業業績の不振による雇用情勢の悪化や所得減少に対する懸念が継続しており、依然

として厳しい状況となっております。一方きのこ業界におきましては、以前からの消費者の食の安全・安心への関心

の高まりに加え、景気の低迷からくる生活防衛の意識の高まりなどにより、内食の傾向が続く中、底堅く推移いたしま

した。

  このような環境におきまして、当社は「きのこで創る健康食文化」を企業理念とし、消費者の皆様に安心して食べ

ていただけることを第一に、消費者のニーズにお応えできるきのこをご提供できるよう事業活動を行ってまいりまし

た。中核のきのこ事業におきましては、海外（米国・台湾）の生産開始や佐久きのこセンターの稼働により、生産量、

販売量は増加し、売上高及び営業利益は前年同期を上回りました。しかし、経常利益におきましては、為替差損の影響

により前年同期を下回る状況となりました。

  以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は101億70百万円（前年同四半期比4.6％増）、営業利益９億23百

万円（同8.4％増）、経常利益５億30百万円（同24.1％減）、四半期純利益２億31百万円（同39.3％減）となりまし

た。

  事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

［きのこ事業］

  きのこ事業におきましては、生産の拡大と品質の向上、販売の強化を中心に業績の拡大に努めてまいりました。生産

部門におきましては、海外展開として米国カリフォルニア州の工場に加えて、当期４月からは台湾の工場がブナシメ

ジの出荷を開始し、また国内においても、当期９月より佐久の工場にてブナシメジの生産が開始されました。これらの

稼動により当第２四半期連結会計期間の生産量は、ブナピーを含めブナシメジが9,073ｔ、エリンギ3,828ｔ、マイタケ

2,580ｔとなりました。販売部門におきましては、引き続いた内食傾向などにより順調な販売量を確保いたしました。

しかしながら、６月からの葉物野菜を中心とした野菜価格の低迷が７月まで続いたことに加えて、その後の天候要因

などもあり一部回復基調も見られましたが、厳しい状況が続きました。そのため販売価格は計画単価を下回りました

が、生産量の増加により売上高は前年を上回る状況で推移いたしました。

  以上の結果きのこ事業全体の売上高は84億62百万円（同3.7％増）となりました。

　［化成品事業］

  化成品事業におきましては、原油価格が安定したことによる原材料価格の安定も見られましたが、まだまだ販売環

境は厳しい状況となっております。そのような中、包装資材部門を中心として、新規開拓の強化や既存取引先へのきめ

細やかな営業活動により、計画を上回る状況で推移しております。

  以上の結果、当事業年度の売上高は17億８百万円（同9.3％増）となりました。
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 （2）財政状態の分析

  当第２四半期連結会計期間における資産、負債、純資産の状況とそれらの要因は次のとおりであります。

①資産の部

  資産の部は604億38百万円となり、前連結会計年度末より20億５百万円増加いたしました。流動資産は102億89百万

円となり前連結会計年度末より６億79百万円の増加となりました。これは主に受取手形及び売掛金７億19百万円の増

加によるものであります。固定資産は501億48百万円となり、前連結会計年度末より13億26百万円の増加となりまし

た。これは主に有形固定資産11億52百万円の増加と投資有価証券２億29百万円の増加によるものであります。

②負債の部

  負債の部は217億50百万円となり、前連結会計年度末より30億32百万円増加いたしました。流動負債は216億56百万

円となり前連結会計年度末より30億33百万円の増加となりました。これは主に短期借入金57億７百万円の増加と未払

法人税等28億43百万円の減少によるものであります。固定負債は93百万円となり、前連結会計年度末より０百万円の

減少となりました。

③純資産の部

  純資産の部は、386億87百万円となり、前連結会計年度末より10億26百万円の減少となりました。これは主に利益剰

余金９億79百万円の減少によるものであります。 

　　

(3）キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は22億13百万円となり、前連結

会計年度末より85百万円減少いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

  営業活動により減少した資金は18億37百万円となりました。これは主に、減価償却費14億98百万円による増加と法

人税等の支払31億77百万円等による減少であります。

  また、前年同四半期連結会計期間と比べ34百万円の収入の減少となりました。これは主に税金等調整前四半期純利

益64百万円の減少によるものであります。　

②投資活動によるキャッシュ・フロー

  投資活動により減少した資金は23億64百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出24億90百

万円等による減少であります。

  また、前年同四半期連結会計期間と比べ20億65百万円の支出の減少となりました。これは主に有形固定資産の取得

による支出21億59百万円の減少によるものであります。　

③財務活動によるキャッシュ・フロー

  財務活動により増加した資金は41億33百万円となりました。これは主に、短期借入れによる収入70億円の増加と、短

期借入金の返済による支出15億円及び配当金の支払13億65百万円等による減少であります。

  また、前年同四半期連結会計期間と比べ４億74百万円の支出の増加となっております。これは主に短期借入れによ

る収入10億円の減少と短期借入金の返済による支出５億円の減少によるものであります。　

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(5）研究開発活動

  きのこ研究開発活動につきましては、当社「きのこ総合研究所」におきまして、バイオテクノロジーを駆使し、新品

種の開発、既存品種の改良、栽培方法の研究等きのこに関する全般について研究活動に努めております。

  なお、当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は28百万円であります。また、当第２

四半期連結会計期間における研究開発活動の状況の変更の内容は、次のとおりであります。

  

１．きのこ事業

  特許出願

  血小板凝集抑制剤　

出 願 日　　平成21年８月11日

出願番号　  特願2009-186720

  アメリカへの植物特許出願

  ①ホクトPLE-3号

             出 願 日　平成21年９月３日

  ②ホクトPLE-5号

　　　　     出 願 日　平成21年９月３日

特許登録

   ①Packing Bag Structure（包装の構造）

     （米国での特許登録）

     登録番号　US7,569,263 B2

     登 録 日　平成21年８月４日

 学会発表　

           演    題 　 クモタケ由来のプロテアーゼの精製と性質

　　       発 表 日    平成21年９月10日　　

　　       学 会 名    日本きのこ学会　

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

  ①単価、気候変動リスク

  当きのこ業界は、きのこの特性からくる季節的要因により元来春から夏にかけては不需要期で単価は低迷し、秋か

ら冬に最需要期を迎え単価は上昇に転じ堅調に推移する傾向があります。

  このような要因により通常、上半期の業績は厳しい状況となりますが、下半期の需要期は販売量、単価とも好転し業

績も堅調に推移いたします。しかし、最需要期である秋から冬にかけ、暖冬等の気候の変化や露地物野菜の価格変動等

により需要期であるにも関わらず消費が伸び悩み、販売量の減少や単価の低迷に繋がり当事業の業績に影響を及ぼす

可能性があります。

  ②安全性に係るリスク

  食品の品質や安全性に係る関心が高まってきている中、異物混入はもとより、生産及び製造過程における衛生面や

使用原材料等についても消費者の関心が高まってきております。当社といたしましては、これら生産、製造、販売にお

いては万全の管理体制で臨んでおりますが、予期せぬ衛生面や使用原材料等の問題が発生した場合、経営成績に多大

な影響を与える可能性があります。

  ③海外事業に関するリスク

  当社は海外事業展開として平成18年７月に米国カリフォルニア州に現地法人を設立し、平成21年１月より出荷を開

始いたしました。また、台湾におきましても平成21年４月より海外で２番目となる工場として出荷を開始いたしまし

た。海外事業におきましては、現地の政治、経済情勢や法律、税制の問題、またテロ等の紛争など予期せぬ事態により当

社グループの経営成績に影響を与える可能性があります。

　

(7）経営者の問題認識と今後の方針について

  食の安全・安心は言うに及ばず、昨今、食を通じての健康に対する関心が高まってきております。このような状況に

おいて、当社も予期せぬ食品衛生上の問題等が発生し、経営成績に影響を受ける可能性があります。当社といたしまし

ては、このような事態にならぬよう万全の管理体制のもと、生産、製造、販売を行う所存であります。

  また今後の方針につきまして、当社の将来の事業拡大には海外に目を向けたグローバルな事業展開が不可欠である

と考えております。すでに出荷を開始しております米国、台湾での販売展開を足がかりとして積極的な海外戦略を展

開する考えであります。　　　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設ににつ

いて完了したものは次の通りであります。

①  新設

  ホクト株式会社（連結親会社）において、前四半期連結会計期間末に計画しておりました佐久工場の新設につ

きましては、平成21年９月完了し、操業を開始しております。

    これにより、同社の生産能力は約4.75％増加いたしました。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 33,359,040 33,359,040
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

計 33,359,040 33,359,040 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 33,359,040 － 5,500 － 5,692
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社北斗 長野県長野市若里1-31-21　 5,900 17.68

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社
東京都中央区晴海1-8-11 2,095 6.28

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社
東京都港区浜松町2-11-3　 1,808 5.42

株式会社八十二銀行

（常任代理人：日本マスタートラ

スト信託銀行株式会社）

東京都港区浜松町2-11-3　 1,619 4.85

財団法人水野美術館 長野県長野市若里6-1158-39 1,500 4.49

タイヨーパールファンドエルピー

（常任代理人：シティバンク銀行

株式会社）

東京都品川区東品川2-3-14 1,334 3.99

ユアサ商事株式会社　 東京都中央区日本橋大伝馬町13-10　 701 2.10

 野村信託銀行株式会社 東京都千代田区大手町2-2-2　 618 1.85

水野  正幸 長野県長野市 502 1.50

キッセイ薬品工業株式会社 長野県松本市芳野19-48 499 1.49

計 － 16,579 49.70

    　（注）１．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

  日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 2,095千株

  日本マスタートラスト信託銀行株式会社 1,808千株

  野村信託銀行株式会社 618千株

            ２．株主  水野正幸氏（当社  取締役会長兼ＣＥＯ  平成21年１月16日逝去）の所有株式は、平成21年９月

                30日現在遺産相続手続き中のため株主名簿上の名義で記載しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式    335,400

　
－

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他）
普通株式 32,753,900

　
327,539 同上

単元未満株式
普通株式    269,740

　
－ 同上

発行済株式総数 33,359,040 － －

総株主の議決権 － 327,539 －

　（注）　上記「完全議決権株式（その他）」の「株式数」及び「議決権の数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が

7,700株、議決権の数77個含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ホクト株式会社
長野県長野市南堀

138-1
335,400 － 335,400 1.01

計 － 335,400 － 335,400 1.01

　（注）　上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が100株あります。

なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に100株（議決権の数１個）

含めております。　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,864 1,935 1,997 1,998 2,210 2,220

最低（円） 1,692 1,696 1,820 1,855 1,893 2,060

 (注）最高、最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,431 2,742

受取手形及び売掛金 3,242 2,522

商品及び製品 857 686

仕掛品 2,733 2,385

原材料及び貯蔵品 305 396

繰延税金資産 352 577

その他 371 302

貸倒引当金 △4 △2

流動資産合計 10,289 9,610

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 38,220 36,518

減価償却累計額 △12,975 △12,289

建物及び構築物（純額） 25,244 24,229

機械装置及び運搬具 15,435 13,148

減価償却累計額 △8,023 △7,185

機械装置及び運搬具（純額） 7,411 5,962

土地 11,151 10,653

建設仮勘定 1,069 2,916

その他 1,261 1,177

減価償却累計額 △875 △828

その他（純額） 386 348

有形固定資産合計 45,263 44,111

無形固定資産 191 137

投資その他の資産

その他 4,836 4,727

貸倒引当金 △143 △154

投資その他の資産合計 4,693 4,573

固定資産合計 50,148 48,821

資産合計 60,438 58,432

EDINET提出書類

ホクト株式会社(E00008)

四半期報告書

13/28



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,779 3,693

短期借入金 13,707 8,000

未払法人税等 350 3,193

賞与引当金 676 734

その他 3,143 3,001

流動負債合計 21,656 18,623

固定負債

その他 93 94

固定負債合計 93 94

負債合計 21,750 18,718

純資産の部

株主資本

資本金 5,500 5,500

資本剰余金 5,692 5,692

利益剰余金 28,617 29,597

自己株式 △714 △713

株主資本合計 39,095 40,076

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 36 △51

為替換算調整勘定 △445 △310

評価・換算差額等合計 △408 △362

純資産合計 38,687 39,714

負債純資産合計 60,438 58,432
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 ※1
 18,355

※1
 19,283

売上原価 13,275 13,697

売上総利益 5,080 5,585

販売費及び一般管理費

販売手数料 1,114 1,238

運搬費 1,236 1,215

賞与引当金繰入額 110 102

その他 1,642 1,696

販売費及び一般管理費合計 4,104 4,252

営業利益 976 1,333

営業外収益

受取地代家賃 57 62

為替差益 62 －

助成金収入 82 156

その他 52 46

営業外収益合計 254 266

営業外費用

支払利息 64 38

為替差損 － 508

その他 12 44

営業外費用合計 77 591

経常利益 1,153 1,008

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 11

受取保険金 19 －

投資有価証券売却益 － 2

その他 2 0

特別利益合計 21 14

特別損失

投資有価証券評価損 182 0

災害による損失 34 －

その他 0 0

特別損失合計 217 0

税金等調整前四半期純利益 957 1,022

法人税、住民税及び事業税 359 364

法人税等調整額 72 250

法人税等合計 431 615

四半期純利益 526 407
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 ※1
 9,727

※1
 10,170

売上原価 6,841 7,092

売上総利益 2,885 3,078

販売費及び一般管理費

販売手数料 519 572

運搬費 642 630

賞与引当金繰入額 52 55

貸倒引当金繰入額 1 －

その他 823 896

販売費及び一般管理費合計 2,039 2,154

営業利益 846 923

営業外収益

受取地代家賃 28 30

その他 12 12

営業外収益合計 41 43

営業外費用

支払利息 35 20

為替差損 147 371

その他 12 44

営業外費用合計 195 436

経常利益 692 530

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 5

受取保険金 19 －

投資有価証券売却益 － 2

その他 0 －

特別利益合計 19 8

特別損失

投資有価証券評価損 84 0

災害による損失 25 －

その他 0 0

特別損失合計 110 0

税金等調整前四半期純利益 601 537

法人税、住民税及び事業税 288 282

法人税等調整額 △68 23

法人税等合計 219 305

四半期純利益 382 231
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 957 1,022

減価償却費 1,048 1,498

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △11

賞与引当金の増減額（△は減少） 35 △61

前払年金費用の増減額（△は増加） △10 41

受取利息及び受取配当金 △46 △30

支払利息 64 38

為替差損益（△は益） △84 483

災害損失 34 －

投資事業組合運用損益（△は益） 12 44

投資有価証券評価損益（△は益） 182 0

売上債権の増減額（△は増加） △723 △605

たな卸資産の増減額（△は増加） △552 △408

仕入債務の増減額（△は減少） 723 △51

その他の流動資産の増減額（△は増加） △68 △73

その他の流動負債の増減額（△は減少） △32 △537

その他 0 △2

小計 1,537 1,347

利息及び配当金の受取額 46 30

利息の支払額 △64 △38

災害損失の支払額 △29 －

法人税等の支払額 △2,560 △3,177

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,070 △1,837

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △100

定期預金の払戻による収入 200 315

有形固定資産の取得による支出 △4,396 △2,490

有形固定資産の売却による収入 0 1

投資有価証券の取得による支出 △1 △156

投資有価証券の売却による収入 4 34

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 51

貸付けによる支出 △15 －

その他の支出 △160 △25

その他の収入 170 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,198 △2,364
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 6,000 7,000

短期借入金の返済による支出 △1,500 △1,500

自己株式の取得による支出 △7 △0

自己株式の売却による収入 74 －

配当金の支払額 △1,317 △1,365

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,249 4,133

現金及び現金同等物に係る換算差額 76 △17

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,943 △85

現金及び現金同等物の期首残高 4,999 2,299

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,056

※1
 2,213
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

     当第２四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日）

     該当事項はありません。　

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、特別利益 の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金戻入額」は、

特別利益の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。なお、前第２四半期

連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は２百万円であります。

　

【簡便な会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日  至 平成21年９月30日）

　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日  至 平成21年９月30日）

　該当事項はありません。

 

【追加情報】

     当第２四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日）

     該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１ 売上高の季節的変動

　当社グループの売上高、特にきのこ生産部門において

上半期と下半期との売上高に、季節的変動による著しい

差異があります。

※１ 売上高の季節的変動

　同左

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１ 売上高の季節的変動

　当社グループの売上高、特にきのこ生産部門において

上半期と下半期との売上高に、季節的変動による著しい

差異があります。

※１ 売上高の季節的変動

　同左

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 3,548百万円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △492百万円

現金及び現金同等物 3,056百万円

（平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 2,431百万円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △218百万円

現金及び現金同等物 2,213百万円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　33,359千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　 335千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(１)配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 1,387利益剰余金 42平成21年３月31日平成21年６月29日

(２)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの　

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成21年11月６日

取締役会
普通株式 330 利益剰余金 10平成21年９月30日平成21年12月７日
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日  至 平成20年９月30日）

 
きのこ事業
（百万円）

化成品事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 8,163 1,563 9,727 － 9,727

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
7 900 907 △907 －

計 8,171 2,464 10,635 △907 9,727

営業利益 714 127 841 4 846

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日  至 平成21年９月30日）

 
きのこ事業
（百万円）

化成品事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 8,462 1,708 10,170 － 10,170

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
5 393 399 △399 －

計 8,468 2,102 10,570 △399 10,170

営業利益 801 115 916 7 923

　

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日  至 平成20年９月30日）

 
きのこ事業
（百万円）

化成品事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 15,474 2,881 18,355 － 18,355

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
14 921 935 △935 －

計 15,489 3,802 19,291 △935 18,355

営業利益 780 192 973 2 976

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日  至 平成21年９月30日）

 
きのこ事業
（百万円）

化成品事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 16,076 3,206 19,283 － 19,283

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
12 422 435 △435 －

計 16,089 3,629 19,719 △435 19,283

営業利益 1,114 228 1,343 △10 1,333

EDINET提出書類

ホクト株式会社(E00008)

四半期報告書

22/28



(注）１．事業区分の方法

  事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

きのこ事業 ブナシメジ、エリンギ、マイタケ、アガリクス、ヤマブシタケ

化成品事業 包装資材、農業資材　

３．事業区分の変更　　

前第２四半期連結累計期間　

　事業区分につきましては、前連結会計年度まで「きのこ事業」、「化成品事業」及び「健康食品関連事業」の

３区分によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「きのこ事業」、「化成品事業」の２区分に変

更しております。

　これは「健康食品関連事業」の規模の縮小に伴い今後の事業方針の見直しを行ない、グループ全体の事業区

分における位置づけを再検討した結果、同事業をきのこ加工製品の一部として「きのこ事業」に含めて表示す

ることとしたものであります。　

  なお、「健康食品関連事業」の区分変更に伴う事業の種類別セグメント情報に与える影響は軽微でありま

す。

４．追加情報　

前第２四半期連結累計期間

　当社及び国内連結子会社の主要な機械装置につきましては、従来、耐用年数を５年～10年としておりました

が、当第１四半期連結会計期間より７年～10年に変更いたしました。

  この変更は、平成20年度の税制改正を契機として耐用年数の見直しを行ったことによるものです。

  この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間における営業利益は「きのこ

事業」が185百万円、「化成品事業」が０百万円それぞれ増加しております。　

　

【所在地別セグメント情報】

  前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。　

【海外売上高】

  前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末の末日と比較して著しい変動があ

りません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

  当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

  該当事項はありません。 

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,171.52円 １株当たり純資産額 1,202.58円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15.94円 １株当たり四半期純利益金額 12.33円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（百万円） 526 407

普通株主に帰属しない金額（百万円） －    －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 526 407

期中平均株式数（千株） 33,014 33,023

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 11.57円 １株当たり四半期純利益金額 7.02円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（百万円） 382 231

普通株主に帰属しない金額（百万円） －     －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 382 231

期中平均株式数（千株） 33,025 33,023
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりま

すが、リース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動はありません。

　

 

２【その他】

　平成21年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

  (イ) 中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・330百万円　

　(ロ) １株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・10円00銭

  (ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・平成21年12月７日　

(注)   平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

ホクト株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川井　克之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野本　博之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山中　崇　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホクト株式会社の平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ホクト株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

ホクト株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川井　克之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野本　博之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山中　崇　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホクト株式会社の平

成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ホクト株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

ホクト株式会社(E00008)

四半期報告書

28/28


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産・受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	第２四半期連結会計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

